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1. エグゼクティブ・サマリー（連結）

（単位：百万円）
2026年3月期

第3四半期
前年同期比 増減率 ハイライト

営 業 利 益 10,604 +958 +9.9% ✓ 貸借取引業務や株券レポ取引等が引き
続き堅調に推移。

経 常 利 益 11,444 +994 +9.5%

当期純利益 8,123 ▲717 ▲8.1% ✓ 前年同期に計上した特別利益が剥落。
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2. 2026年3月期 第3四半期決算サマリー（連結・個別）

（単位：百万円）

日証金グループ連結 グループ各社個別

26年3月期
第3四半期

前年同期比 (増減率)
日本証券金融 日証金信託銀行 日本ビルディング

前年同期比 前年同期比 前年同期比

営 業 収 益

(除く品貸料)
73,136 +35,995 (+96.9%) 65,544 +32,452

7,204 +3,614 851 ▲73

品貸料含む 79,154 +39,108 (+97.7%) 71,563 +35,564

営業費用
(除く品借料)

56,836 +34,816 (+158.1%) 52,641 +31,642

4,327 +3,151 19 ＋1

品借料含む 62,838 +37,931 (+152.3%) 58,643 +34,756

一般管理費 5,711 +219 (+4.0%) 4,460 +138 1,100 +103 464 ▲14

営 業 利 益 10,604 +958 (+9.9%) 8,458 +669 1,776 +359 368 ▲60

経 常 利 益 11,444 +994 (+9.5%) 11,492 +2,143 1,776 +358 615 +46

持分法投資損益 281 ▲179 (▲39.0%)

特別損益 ― ▲1,828 (▲100.0%) ― ▲664 ― (―) ― ▲1,163 

親会社株主に帰属
する当期純利益 8,123 ▲717 (▲8.1%) 8,922 +1,314 1,231 ＋251 409 ▲729
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3. 2026年3月期 第3四半期決算サマリー（日証金単体）

日本証券金融（単体）

（単位：百万円）
26年3月期
第3四半期

前年同期比 (増減率)

営 業 収 益*1 65,544 +32,452 (+98.1%)

営業費用*1 52,641 +31,642 (+150.7%)

営業総利益 12,919 +808 (+6.7%)

貸借取引業務（融資・貸株） 4,635 +1,439 (+45.0%)

セキュリティ・ファイナンス業務*2 5,267 ▲95 (▲1.8%)

その他（主に有価証券運用） 3,015 ▲535 (▲15.1%)

一般管理費 4,460 +138 (+3.2%)

営 業 利 益 8,458 +669 (+8.6%)

経 常 利 益 11,492 +2,143 (+22.9%)

特別損益 ― ▲664 (▲100.0%)

当期純利益 8,922 +1,314 (+17.3%)

主なポイント

*1 「品貸料」および「品借料」を除いたベース

*2 株券レポ取引等、債券レポ・現先取引、一般信用ファイナンス、一般貸株、リテール向け

●営業総利益

✓ 貸借取引業務が堅調に推移。

✓ セキュリティ・ファイナンス業務では、
株券レポ取引等が堅調に推移する一方、
債券レポ・現先取引で利ざやが縮小。

✓ 有価証券運用業務では、キャリー収益の
積上げとポートフォリオ入替を実施。

✓ この結果、全体では前年同期比+6.7％
の増益。

●経常利益

✓ 連結子会社からの受取配当金が増加（日
証金信託銀行分は受取方法の調整による
もの、日本ビルディング分は前年度の不
動産売却による増益に伴うもの）。なお、
いずれも連結消去により、連結決算への
影響はなし。
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4. 業務別の営業総利益（日証金単体）

取引種別
26年3月期
第3四半期

前年同期比 (増減率) 主なポイント

貸借取引業務
（融資・貸株）

4,635 ＋1,439 （+45.0％) ✓ 堅調な株式市況や金利情勢の変化に伴い、増益。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
業
務

株券レポ取引等 1,555 +243 (+18.5%)
✓ 金利情勢の変化を受けた証券会社等の資金需要増を

背景に増益。

債券レポ・現先取引 2,370 ▲565 (▲19.2%)

✓ 堅調な担保利用や国際金融規制対応等の需要を背景
に残高は維持しているが、短期市場において金利が
狭いレンジ圏で推移したことから利ざやが縮小。

一般信用ファイナンス 302 +62 (+26.0%) ✓ 堅調な株式市況を受けた資金需要増を背景に増益。

一般貸株 604 +113 (+23.2%) ✓ フェイル回避目的の借株需要を背景に増益。

リテール向け 434 +49 (+13.0%) ✓ 堅調な株式市況を受けて増益。

ｾｷｭﾘﾃｨ･ﾌｧｲﾅﾝｽ業務計 5,267 ▲95 (▲1.8%)

有価証券運用 3,015 ▲535 (▲15.1%) ✓ キャリー収益の積上げとポートフォリオ入替を実施。

（単位：百万円）
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5. 2026年3月期 第3四半期決算サマリー（日証金信託銀行 ）

日証金信託銀行（単体ベース）

（単位：百万円）
26年3月期
第3四半期

前年同期比 （増減率）

経常収益 7,204 +3,613 （+100.6%）

うち信託報酬 1,336 ＋83 （＋6.6%）

経常費用 5,428 +3,254 （+149.7%）

経常利益 1,776 +358 （+25.2%）

当期純利益 1,231 +251 （+25.6%）

主なポイント

●経常利益

✓ 金利情勢の変化に伴う受入利息などの増
加と、管理型信託サービスなどの信託報
酬の堅調な推移により増益。
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6. 2026年3月期 業績予想

（単位：百万円）
2026年3月期
業績予想

前期比 前回予想比

日証金グループ連結

営業利益 13,900 +2,570 +1,500

経常利益 14,900 +2,392 +1,700

親会社株主に帰属する当期純利益 10,500 +125 +1,100

グループ各社

日本証券金融

営業利益 10,745 +1,713 +444

経常利益 13,797 +3,188 +897

当期純利益 10,461 +1,973 +861

日証金
信託銀行

経常利益 2,711 +955 +938

当期純利益 1,883 +656 +653

日本
ビルディング

営業利益 440 ▲84 +5

経常利益 720 +4 +24

当期純利益 475 ▲762 +20
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主なポイント

✓ 堅調な株式相場等を背景に、貸
借取引業務を中心とするセキュ
リティ・ファイナンス業務が想
定を上回って推移したことなど
から、業績予想を上方修正。



当社の１株あたり配当金および自己株式取得額

総還元性向
99.5％

*業績予想値ベース

配当予想：年間86円
（前回予想比 ＋６円）

自己株式取得（上限）：
34億円（＋6億円）

200万株（＋30万株）

7. 株主還元
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主なポイント

✓2025年度通期連結業績予想
を修正したことに伴い、株
主還元を拡大

➢ 配当予想の修正（期末配当

予想を+6円の46円に増配）

➢ 自己株式取得枠の拡大

（+6億円増枠）

※2025年度連結業績予想値の修正は2026年2月12日公表
上図における2025年度の1株あたり配当金は予想値、自己株式の取得額は取得枠の上限
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⚫ 日証金のミッション

◆ 日証金の使命 ― 株式・債券市場への流動性の供給

⚫ 内閣総理大臣の免許を受けて業務を行っている日本で唯一の「証券金融会社」

⚫ 株式・債券市場に対して資金・有価証券の流動性を供給することが「証券金融会社」の役割

◆ 日証金の主な業務

貸借取引 株式の制度信用取引に伴い必要となる資金・株式を供給

株券レポ取引等 証券会社の株式担保での資金調達・日本国債等の調達ニーズに応える取引

債券レポ・現先取引
国内金融機関・機関投資家の日本国債の運用ニーズとプライムブローカー・

海外金融機関の日本国債の調達ニーズとの仲介

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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債券レポ・現先取引

株券レポ取引等

金融機関

証券会社

機関投資家等

⚫ 日証金のビジネスモデル

貸借取引は、証券会社に対して制度信用取引の決済に必要な資金・株券を貸し付ける取引

債券レポ・現先取引、株券レポ取引等（セキュリティ・ファイナンス）は、証券会社・機関投資
家等の資金需要、担保目的等の証券需要に応じて資金・証券（国債、株式）を貸し付ける取引

証券会社

派生

証券
資金

証券

資金

証券

（担保）

証券会社

機関投資家等

借入先

貸借取引

制度信用取引

貸付先

株券 資金

株券

資金

株券

（担保）

※当社から貸し付ける資金は
マネーマーケット等から調達
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⚫ セキュリティ・ファイナンスの市場規模
（１）信用取引・貸借取引

✓ 国内株式市場の堅調を受けて、信用取引残高も堅調に推移

✓ 制度信用取引における当社の貸借取引の利用率は融資で10％台、貸株で30～40％台で安定して推移

国内信用取引残高の推移（末残）

（出所）東京証券取引所・ｼﾞｬﾊﾟﾝﾈｸｽﾄ証券・Cboeｼﾞｬﾊﾟﾝ・大阪ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴｸｽﾁｪﾝｼﾞの公表データを元に当社で作成

買残高

売残高

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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国内レポ・現先取引残高の推移（末残、円貨取引）

⚫ セキュリティ・ファイナンスの市場規模
（２）債券レポ・現先取引、株券レポ取引等

✓ 近年、国内レポ市場（レポ・現先取引）は拡大

✓ 金利環境の変化を受けたポジション構築や裁定取引等の需要が高まっている

✓ 当社の特色は、モノ（証券）に着目し、国際的な取引に重点を置いている点

（出所）日銀公表「FSBレポ統計の日本分集計結果」を元に当社で作成。同資料において取引種類別の資金調達（証券貸出）サイドの計数は公表されていない。

国内債券レポ・現先取引残高の推移（末残、円貨取引）
[資金運用サイド]

国内株レポ取引等残高の推移（末残、円貨取引）
[資金運用サイド]

［参考］国債・株式市場の規模（末残）

日本国債（普通国債）残高：約1,080兆円（2025/3）

東証上場株式時価総額：約947兆円（2025/3）

（出所）財務省、東京証券取引所
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⚫ セキュリティ・ファイナンス市場と日証金の立ち位置
（１）債券レポ・現先取引

✓ 国内市場残高における当社シェアは4.4%（2025年3月末）*1

✓ 当社では、非居住者向けの取引が着実に増加している

✓ また、資金よりも証券の需要に着目していることから、SC取引*2におけるプレゼンスが高まっている

当社債券レポ・現先取引残高の推移（平残）

（出所）当社内部データより作成

*1 日銀公表「FSBレポ統計の日本分集計結果」を元に当社で推計

（2025年3月末）

日本国債等の借り手サイドから見た取引相手の業態別割合

（2025年3月末）

GC SC

（出所）日銀公表「FSBレポ統計の日本分集計結果」を元に当社で作成。同資料において取引種類別の資金調達（証券貸出）サイドの計数は公表されていない。

取引相手先数の推移（契約書ベース）

（出所）当社内部データより作成

*2 GC取引は銘柄指定がなく、資金の需要に対応した取引、SC取引は銘柄指定があり、証券の需要に対応した取引
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⚫ セキュリティ・ファイナンス市場と日証金の立ち位置
（２）株券レポ取引

✓ 国内市場残高における当社シェアは5.0%（2025年3月末） *

✓ 当社では、非居住向けの資金供給や外資系金融機関向けの日本株を担保とした日本国債の貸出が堅調に推移

（出所）当社内部データより作成

当社株券レポ取引残高の推移（平残）

* 日銀公表「FSBレポ統計の日本分集計結果」を元に当社で推計

取引相手先数の推移（契約書ベース）

（出所）当社内部データより作成
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⚫ セキュリティ・ファイナンスの収益構造

✓ 当社の貸借取引融資金利は、マイナス金利の状況下において長期間にわたって据え置いてきた

✓ マイナス金利解除後の2024年4月より国内市場金利の上昇を受けて、融資金利を徐々に引き上げており、利ざやは
拡大傾向

（１）貸借取引

✓ 仲介取引から得られる利ざやは、上記（１）、（２）ほど大きくは変動しないものの、市場金利水準の上昇はプラ
スに働くと考えられる

（３）債券レポ・現先取引

✓ 株券レポ取引は資金供給であることが多いため、国内市場金利の上昇局面においては、利ざやは拡大傾向

（２）株券レポ取引
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⚫ 連結業績の推移

21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期
25年3月期

第３四半期
25年3月期

26年3月期

第３四半期

営業収益（除く品貸料） 23,711 27,305 37,806 42,751 37,140 55,334 73,136

含む品貸料 30,924 30,138 42,518 50,259 40,046 59,486 79,154

営業費用（除く品借料） 10,819 13,728 24,053 25,160 22,019 36,606 56,836

含む品借料 18,018 16,533 28,765 32,615 24,907 40,740 62,838

一般管理費 8,129 7,368 7,398 7,463 5,492 7,416 5,711

営 業 利 益 4,777 6,235 6,354 10,180 9,646 11,329 10,604

持分法による投資損益 395 446 523 556 460 774 281

経常利益 5,558 7,164 7,601 11,024 10,450 12,507 11,444

特別損益 43 ▲17 671 18 1,828 1,828 ー

当期純利益 3,971 5,174 5,966 8,030 8,840 10,375 8,123

（百万円）
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⚫ 業務別利益の状況

※グループ各社の数値は単体ベース(連結消去前)であり、合算しても連結営業総利益の数値とは一致しません。

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
10

(単位：百万円)

25年3月期

第３四半期
25年3月期

26年3月期

第３四半期

15,138 18,746 16,316

証券金融業（単体） 12,110 14,905 12,919

貸借取引業務（除く品貸料） 3,196 4,390 4,635

セキュリティ・ファイナンス業務 5,363 7,351 5,267

株券レポ取引等 1,312 1,762 1,555

債券レポ・現先取引 2,936 4,060 2,370

一般信用ファイナンス 239 358 302

一般貸株 490 664 604

リテール向け 384 505 434

その他（主に有価証券運用） 3,550 3,164 3,015

信託銀行業（単体） 2,413 3,043 2,876

不動産賃貸業（単体）　 906 1,185 832

営業総利益

連結



⚫ 業務別営業総利益の状況（日証金単体）

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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⚫ 業務別営業総利益の状況（日証金信託銀行）

【主な信託商品】

顧客分別金信託 証券会社が顧客からの預り金を保全するための信託

外為証拠金信託 FX業者が顧客から受け入れた証拠金を保全するための信託

暗号資産関連信託 暗号資産交換業者が顧客から受け入れた預り金・証拠金を保全するための信託

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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⚫ 業務別営業総利益の対前年比増減分析

※グループ各社の数値は単体ベース(連結消去前)であり、合算しても連結営業総利益の数値とは一致しません。

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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信託

銀行業

不動産

賃貸業

一般貸株
リテール

向け その他 ー ー 2026年3月期

第３四半期

（連結）

セキュリティ・ファイナンス

証券金融業

2025年3月期

第３四半期

（連結）

貸借取引

株券レポ

取引等

債券レポ

現先取引
一般信用F

+1,439 

+243 

+62 
+113 

+49 +463 

-565 

-535 

-74 

15,138

16,316

（百万円）



⚫ 有価証券の状況（日証金単体）

項目

2026年3月期第3四半期

前年
同期比

(増減率)

株式等 2,811 +175 （+6.7%）

国内債券 ▲924 ▲1,146 （▲518.1%）

外国債券 926 +419 （+82.7%）

その他 202 +15 （+8.6%）

運用収支・他 合計 3,015 ▲535 (▲15.1%)

（単位：百万円）

有価証券運用収支

項目

BS計上額
（2025年12月末）

評価損益

2025年
3月末比

2025年
3月末比

株式等 31,327 +3,308 19,224 +2,489

国内債券 170,902 +2,354 ▲30,209 ▲5,044

外国債券 187,649 +40,819 5,066 +11,250

その他 12,651 +233 2,683 +236

合計 402,530 +46,715 ▲3,234 +8,932

（含むデリバティブ） ― ― (1,893) (+2,463)

（単位：百万円）

保有有価証券の内訳

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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⚫ 有価証券の状況（連結）

評価損益の推移

※今回より残高（額面ベース）については連結ベース、平均残存期間はヘッジ考慮後での計算方法に変更しております。

円債の残存期間別残高

項目

BS計上額
（2025年12月末）

評価損益

2025年
3月末比

2025年
3月末比

株式等 35,184 +3,964 22,092 +3,145

国内債券 473,702 +33,715 ▲36,976 ▲8,581

外国債券 187,649 +40,819 5,066 +11,250

その他 13,717 +248 2,889 +252

合計 710,254 +78,748 ▲6,928 +6,066

（含むデリバティブ） ― ― (5,739) (+4,143)

保有有価証券の内訳
（単位：百万円）

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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⚫ 配当・自己株式取得の推移

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
2025年度*

(予想)

一株当り配当金 (年間) 22円 26円 30円 32円 47円

84円

普通68円

特別16円

86円

自己株式取得 (株数) 100万株 ー 248万株 317万株 252万株 148万株 200万株

(金額) 5億円 ー 23億円 30億円 38億円 30億円 34億円

総還元性向 71.0% 60.1% 97.6% 97.6% 97.3% 96.8% 99.5%

配当性向 【連結】 57.2% 60.1% 53.0% 47.2% 50.0% 67.4% 67.0%

当期純利益【連結】 35億円 39億円 51億円 59億円 80億円 103億円 105億円

一株当り利益 【連結】 38.4円 43.2円 56.6円 67.7円 94.0円 124.6円 128.3円

• 2025年度（予想）について
 ・ 「一株当り配当金（年間）」は予想値
 ・ 「自己株式取得」の株数および金額」はいずれも上限値

 ・ 「当期純利益（連結）」は今回公表した業績予想値を記載、「総還元性向」、「一株当り利益（連結）」の指標は当該予想値を用いて計算

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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⚫ 自己資本規制比率および外部格付けの状況

2026年2月12日時点
JCR

（日本格付研究所）

R&I

（格付投資情報ｾﾝﾀｰ）
S&P

（S&P Global Ratings）

Rating Outlook Rating Outlook Rating Outlook

日本証券金融

長期格付 AA- 安定的 AA- 安定的 A 安定的

短期格付
J-1+

（最上級）

a-1+

（最上級）
A-1

CP発行枠 1兆円 1兆円

※ユーロ円CPの発行枠30億米ドル設定（S&P）

日証金信託銀行

長期格付 AA- 安定的 AA- 安定的 ― ―

短期格付
J-1+

（最上級）

a-1+

（最上級）
― ―

自己資本規制比率

外部格付け

2021年3月末 2022年3月末 2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末

自己資本規制比率（％） 507.5 348.1 496.1 452.7 367.5

Copyright © Japan Securities Finance Co., Ltd. All Rights Reserved.
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本資料には、業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、
将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確定要因を内包する
ものです。将来の業績は、株式市況・金融情勢などにより、大幅に異
なる可能性があります。
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